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とちぎ福祉プラザモデルルーム

介護のしごとサポートセンターとちぎ

介護テクノロジーに触れな
がら体験できます

導入と活用に向けた
伴走型支援を行います

「試してみたい」に応える
試用貸出（一部有償にになります）

総合相談

県内外の支援機関とも連
携し課題解決を目指します

介護生産性向上などに関
する情報発信

業務改善に関するセミ
ナーを企画開催します
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https://kaisapo.normalization.jp/
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介護テクノロジーの導入・定着・活用の相談は
専用の受付フォームからお願いします

①ホームページからアクセス
https://robot.normalization.jp/

②QRコードからアクセス
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はじめに～介護テクノロジー定着支援事業について

補助要件（4）
栃木介護生産性向上総合相談センターによる業務改善支援
 ①介護テクノロジー活用支援セミナーを受講する
 ②センターに機器の活用状況等を報告し、業務改善に関する取組
  について相談の上、業務改善計画書を整備する

とちぎノーマライゼーション研究会



よくある質問

①うちの事業所は補助金申請できますか？
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はじめに～介護テクノロジー定着支援事業について

交付対象事業所（実施要項３）

➢ 介護保険法に基づくサービスを提供する全てのサービス事業所
（訪問介護事業所や居宅介護支援事業所を含む）

➢ 老人福祉法に基づく養護老人ホーム及び軽費老人ホーム

〇同じ法人で複数事業所でも申請できる？
〇特養と空床利用型ショートがあるけど両方大丈夫？
 → 両方ともできます！大丈夫です！

前年度からの変更点
今年度は同じ事業所番号でもサービス種別ごとに申請可能です！
 〈例〉同じ事業所番号で特養入所とショート
  → 特養とショートそれぞれで申請が可能です
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よくある質問

②補助の対象にはどのような機器がありますか？

https://www.techno-tais.jp/

はじめに～介護テクノロジー定着支援事業について

〇「TAIS」って何ですか？
◆福祉用具情報システム（福祉用具のデータベース）
「介護テクノロジー」に該当する機器にマークを付けている。
テクノエイド協会のホームページで確認できる。

https://www.techno-aids.or.jp/

〇福祉用具情報システム（TAIS）に掲載された介護テクノロジー
（実施要項４⑴ア）

〇その他（実施要項４⑴イ）
◆ TAISに掲載されていないが介護テクノロジーと機能等が同水準
◆ 介護従事者の身体的負担の軽減、業務の効率化に有効な機器
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はじめに～介護テクノロジー定着支援事業について
とちぎノーマライゼーション研究会
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はじめに～介護テクノロジー定着支援事業について
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はじめに～介護テクノロジー定着支援事業について

詳細検索

カテゴリー
検索
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ここ
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はじめに～介護テクノロジー定着支援事業について

※マークの付いていない製品で
も（イ.その他）として補助の
対象となり得るものがあります。
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よくある質問
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はじめに～介護テクノロジー定着支援事業について

③導入にはどのような準備をすればよいですか？

「業務改善に向けた改善活動の標準的なステップ」
を参考にしてください。

改善活動の
準備をしよう

現場の課題を
見える化しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取り組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練りなおそう

手順

１

手順

６

手順

５

手順

４

手順

３

手順

２
P

D

C

A

PDCAを回していく

(Plan・計画)
(Do・実行)
(Check・評価)
(Action・修正)
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とちぎノーマライゼーション研究会

令和6年度改訂版
各サービス共通冊子

〇ガイドラインにそった準備活動は必須！
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はじめに～介護テクノロジー定着支援事業について

https://www.mhlw.go.jp/c
ontent/12300000/001545
559.pdf

https://www.
mhlw.go.jp/co
ntent/123000
00/00154556
1.pdf

サービス別冊子
（それぞれの取り組み事例がまとめられています）

https://www.
mhlw.go.jp/co
ntent/123000
00/00154556
3.pdf

〈前半〉
https://www.mhl
w.go.jp/content/1
2300000/001545
566.pdf
〈後半〉
https://www.mhl
w.go.jp/content/1
2300000/001546
625.pdf



https://www.mhlw.go.jp/kaigoseisansei/index.html

https://www.mhlw.go.jp/kaigoseisansei/index.html
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はじめに～介護テクノロジー定着支援事業について

介護分野における生産性向上ポータルサイト

とちぎノーマライゼーション研究会
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直面する課題と介護テクノロジー
～生産性向上の必要性について～

関連する人々の間に温度差はありませんか？

経営者・管理者 ⇔ 職員

若手職員 ⇔ ベテラン職員

ICT得意な職員 ⇔ ICT苦手な職員

腰痛のある職員 ⇔ 腰痛の無い職員

温度差を埋めるには、いま私たちが置かれた状況
をしっかりと理解し、共有することが大切です。

Chapter 1
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日本の総人口は減少、７５歳以上の高齢者は増加

直面する課題と介護テクノロジー～生産性向上の必要性について
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生産年齢人口が急減
後期高齢者は増加

介護で働く人が足りない！

医
療
・
福
祉
業
界
で

必
要
な
数

働
け
る
人
の
数

処遇改善
高年齢者の就労
外国人労働者

業務改善
生産性向上

増やす

減らす

直面する課題と介護テクノロジー～生産性向上の必要性について
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直面する課題と介護テクノロジー～生産性向上の必要性について
とちぎノーマライゼーション研究会



「生産性向上」 ＝ 「業務改善」 ＝ 「介護の価値を高めること」

介護サービスの
質の向上

人材の
定着・確保

人材育成
チームケア
の質の向上

情報共有
の効率化

働く人のモチベーションの向上
楽しい職場・働きやすい職場づくり

直面する課題と介護テクノロジー～生産性向上の必要性について
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人口の高齢化
（急速な進展）

介護ニーズ
の増加

労働力人口
の減少

◆人材確保困難
◆腰痛問題の増大

５S・ムリムダムラの排除

現有資源の活用

資質・技術の向上

業務改善意識が大切
手段としての技術活用単に機器を導入する

のみでは生産性向上
にはつながらない！

ガイドライン
総合相談
体験展示
伴走支援
etc

直面する課題と介護テクノロジー～生産性向上の必要性について

介護サービスの質の確保
介護職員の働く環境改善
持続的な介護職員の待遇改善

介護現場の生産性向上

介護の質の低下介護ロボットやICT等の
テクノロジーの活用

センター事業

介護テクノロジー導入だ
けでは解決しない！
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業務改善
７つの取り組み

直面する課題と介護テクノロジー～生産性向上の必要性について

職場環境の整備１ 業務の明確化と役割分担２

手順書の作成３ 報告・記録様式の工夫４ 情報共有の工夫５

OJTの仕組みづくり６ 理念・行動指針の徹底７

介護ロボット・ICT機器等が介護職員の就業意識に与える影響についてのアンケート調査
（令和7年1月 ｎ＝260）

29.4%

60.8%

72.3%

56.5%

56.9%

75.8%

61.8%

67.8%

67.5%

44.1%

33.3%

21.3%

34.8%

35.4%

19.4%

30.3%

29.9%

28.1%

26.5%

5.9%

6.4%

8.7%

7.7%

4.8%

7.9%

2.3%

4.4%

わからない・答えたくない

理念・行動指針の徹底

OJTの仕組み作り

情報共有の工夫

記録・報告様式の電子化

手順書の作成

介護テクノロジーの導入

業務の明確化

職場環境の整備

長く続けたい どちらとも言えない 続けたくはない

職場継続意識と業務改善の取り組みの関係
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直面する課題と介護テクノロジー～生産性向上の必要性について

介護ロボット・ICT機器等が介護職員の就業意識に与える影響についてのアンケート調査
（令和7年1月 ｎ＝260）

働きやすい
職場

39.5%

67.9%

65.9%

80.9%

65.0%

50.0%

62.5%

61.2%

65.9%

82.6%

42.1%

28.3%

29.3%

17.0%

30.1%

30.0%

32.0%

34.5%

29.6%

13.0%

18.4%

3.8%

4.9%

2.1%

4.9%

20.0%

5.5%

4.3%

4.4%

4.3%

わからない・答えたくない

衛生的な生活環境の維持

丁寧な介護を実施すること

声掛け会話時間を大切にする

事故やヒヤリハットの予防

ノーリフトケア

床ずれの予防

身体拘束の廃止

年中行事の充実

余暇活動の充実

職場継続意識とケアの質向上の取り組みの関係

目指す姿は やりがいの
ある仕事
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どれが使える？
機器を選ぶ前にやるべきこと

業務改善「７つの取組」

介護テクノロジーは「業務改善」に取り組むための手段
「導入すること」が目的になってはいませんか？

職場環境の整備１ 業務の明確化と役割分担２

手順書の作成３ 報告・記録様式の工夫４ 情報共有の工夫５

OJTの仕組みづくり６ 理念・行動指針の徹底７

Chapter ２
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どれが使える？機器を選ぶ前にやるべきこと

「利用者の安全並びに介護サービスの質の確保および職員の負担軽減に
資する方策を検討するための委員会」の設置義務化

業務改善「７つの取組」
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介護テクノロジーの
導入分野は限られる

活用し成果を上げるには組織全体
の「業務の改善活動」が必要
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どれが使える？機器を選ぶ前にやるべきこと
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委員会の運営にあたって参考となるポイントや具体的な取組の事例をまとめた資料

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001283606.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001283606.pdf 25

どれが使える？機器を選ぶ前にやるべきこと
とちぎノーマライゼーション研究会
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改善活動の
準備をしよう

現場の課題を
見える化しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取り組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練りなおそう

手順

１

手順

６

手順

５

手順

４

手順

３

手順

２
P

D

C

A

業務改善に向けた改善活動の標準的なステップ

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル

(Plan・計画)
(Do・実行)
(Check・評価)
(Action・修正)

どれが使える？機器を選ぶ前にやるべきこと

改善活動の手順とポイント
何度も繰り返しPDCAサイクルを回すことで、継続的に改善活動に
取り組みましょう。

26

とちぎノーマライゼーション研究会



改善活動の
準備をしよう

現場の課題を
見える化しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取り組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練りなおそう

手順

１

手順

６

手順

５

手順

４

手順

３

手順

２
P

D

C

A

プロジェクトチームの立ち
上げ経営層が取り組みを
宣言しよう！
➢ プロジェクトは短期集中型から
➢ メンバーは現場の中核人材
➢ 「問題意識」と「前向きさ」が大切
➢ 位置づけと役割分担を明確に
➢ 福祉用具や機器操作の得意人物

経営層とプロジェクトチームの事
前の話し合いはとても大切です

➢ 取り組む課題、プロジェクトの目的
➢ 対象とする範囲や予算

事業所のみんなが知っていて、みんなが応援する体制づくり。
「どうせ続かない」と思われないように

業務改善に向けた改善活動の標準的なステップ
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どれが使える？機器を選ぶ前にやるべきこと
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課題の可視化と共有
～ワークショップってどうやるの？～

Chapter ３
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〇腰痛リスクチェック
リスクの高い作業とリスク内容を見える化
⇒活用ツール
「腰痛対策チェックリスト」

〇因果関係図
課題を整理、取り組む課を
構造化・見える化
⇒活用ツール
「気づきシート」

改善活動の
準備をしよう

現場の課題を
見える化しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取り組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練りなおそう

手順

１

手順

６

手順

５

手順

４

手順

３

手順

２
P

D

C

A

〇業務時間調査
職員の業務を定量的に把握する
⇒活用ツール
「業務時間見える化ツール」

「見える化」と同時に
「共有」が大切

業務改善に向けた改善活動の標準的なステップ
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課題の可視化と共有～ワークショップってどうやるの？～
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腰痛対策チェックリスト
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課題の可視化と共有～ワークショップってどうやるの？～
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導入プロセスのNG集

➢ 計画が無いまま導入
 （ぜったいNG）

➢ 課題が共有されていない
 （何のために努力をするのか）

➢ いきなり現場で活用
 （効率低下をカバーできない）

➢ 効果を実感できないまま全員に拡げる
（使いたくない職員の声が強くなる）

導入プロセスの成功ポイント

➢時間経過を念頭に入れた計画
 （いつ、だれが、なにを、どこまで・・・）

➢課題とテクノロジーの位置づけを明確化
 （テクノロジーは手段）

➢限定メンバーで取り組みやすい場面から
 （まずは効果を実感することが大切）

➢効果を経験することが努力につながる
 （最初から100％を目指さない）
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効率は下がってから上がる
～導入計画の大切さ～

Chapter ４
とちぎノーマライゼーション研究会



具体的な目標とスケジュールの設定
作業環境・作業手順・OJT計画など

⇒活用ツール
「改善方針シート」

 課題解決までの道筋を整理する
「進捗管理シート」
成果を測定する指標を定める

改善活動の
準備をしよう

現場の課題を
見える化しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取り組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練りなおそう

手順

１

手順

６

手順

５

手順

４

手順

３

手順

２
P

D

C

A

新しい取り組みには「試行錯誤」
はつきもの、一時的な効率低下
は必ずあるものとして考えましょう。

業務改善に向けた改善活動の標準的なステップ
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効率は下がってから上がる～導入計画の大切さ～
とちぎノーマライゼーション研究会



「まずはとにかくやってみる」

あとは走りながら
「試行錯誤を繰り返す」

改善活動の
準備をしよう

現場の課題を
見える化しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取り組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練りなおそう

手順

１

手順

６

手順

５

手順

４

手順

３

手順

２
P

D

C

A

小さな改善事例を作り、
積み重ねるイメージ

業務改善に向けた改善活動の標準的なステップ
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効率は下がってから上がる～導入計画の大切さ～
とちぎノーマライゼーション研究会



砧ホームさんの取組みから
令和5年度介護職員の働きやすい職場環境づくり内閣総理大臣表彰

（鈴木健太施設長（当時）のことば）

共用上のルールが活用を促進させる

➢ 装着に時間が掛かる
➢ 使いたい時にない
➢ エアポンプが落ちる
➢ ポケットが使えない
➢ 汚れが気になる

➢ 使用後はベルトを緩める
➢ 動線を考えて配置する
➢ エアポンプに輪ゴムを巻く
➢ ウエストポーチを準備する
➢ 使用後に消毒、消臭する

継続的な
ルール
の更新

施設長（管理者）
活用 率先して活用

リーダー・主任

ルールの不具合
使いにくさ

効果・変化（安全性・質）
介護職員

ルールの更新
報告を評価

頻回のヒヤリング

〇活用環境の整備
 ・活用目的の明確化
 ・活用ムードの創出
〇進捗状況の把握・発信
〇評価とフィードバック
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「機能の本質にたどり着く前の葛藤」

【参考】U字の谷を乗り越えた先達のことば
とちぎノーマライゼーション研究会



もくせいさんの取組みから
令和7年度介護職員の働きやすい職場環境づくり内閣総理大臣表彰

（伊藤浩一施設長のことば）
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「生産性向上にはゴールはなく「文化」にしていくことが重要」

令和3年 ベッド稼働率アップを目指し「眠りスキャン」全床導入
 → １年たっても稼働率改善せず逆に悪化
 ※データが活用されていなかった（その場で活用のみ）

令和4年 取り組みの開始 ～なぜ改善しないのか？
 → 課題の分析
  ①現状維持の組織風土
  ②施設長、介護課、相談室の連携不足
  ③強みを活かしきれない組織体制

良くも悪くも現状維持
今までのままでも業務
は回っているし・・・。
新しいことをすると利用
者にも負担が・・・。

変わることができる組織へ
⾃発的に動ける組織へ
強みが明確な組織へ

令和5年 成果
 稼働率の回復
 巡視訪室回数減
 宿直業務廃止・・・

組織
変⾰

生産性向上を組織の「文化」に！
「気づく文化」
「気づきを共有できる文化」
「変わることができる文化」

【参考】U字の谷を乗り越えた先達のことば
とちぎノーマライゼーション研究会



似ているけど違う
～介護テクノロジー選定のポイント～

Chapter ５

36

導入の
成果

テクノロ
ジーの
導入

課題の
見える化

テクノロジーを導入すると業務の改善ができる？

導入の
成果

組織や
業務の
見直し

試行
錯誤

テクノロ
ジーの
導入

テクノロ
ジーの
選定

解決方
法の検討

課題の
見える化

業務改善のためのテクノロジー導入・活用のプロセス

とちぎノーマライゼーション研究会



似ているけど違う、介護テクノロジー選定のポイント

見守り支援機器（ベッドセンサー）

〇施設での見守りに関する課題
➢ 入居者の離床による転倒事故（スタッフが離床に気づかない）、再発予防策検討
➢ 入居者体調急変の見落とし（看取り対応含む）
➢ コールを使えない入居者への対応
➢ 体調変化や転倒などについての家族への説明対応

➢ 少人数対応の時間的、身体的、精神的な負担増
➢ 夜間巡視による安眠阻害（日中の活動低下）
➢ 同時コールへの対応優先がわからない

巡視のみの対応

出典：介護ロボット重点分野別講師養成テキスト
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例

とちぎノーマライゼーション研究会



とちぎノーマライゼーション研究会

①シート式の例

居室（ベッド） スタッフルーム モバイル

センサー パソコン スマホ

パラマウントベッド株式会社

見守り支援機器の概要

似ているけど違う、介護テクノロジー選定のポイント
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②カメラ式の例

ノーリツプレシジョン株式会社

見守り支援機器の概要

似ているけど違う、介護テクノロジー選定のポイント
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③その他の例
ベッドにセンサーが組み
込まれているベッド一体
型や、ベッドの脚部に設
置するタイプなど。

リコーみまもりベッドセンサーシステム

株式会社Z-Works

人感センサーなど複数のセンサーを組み
合わせて、離床動作のほかに室温やドア
開閉などを総合的に把握することを目的
とするシステム

見守り支援機器の概要

似ているけど違う、介護テクノロジー選定のポイント
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①入居者の離床などの動きがわかる

見守り支援機器の基本機能

●感知項目は機種により異なる
主な感知項目 ベッド上～体動、起き上がり、端座位、立ち上がりなど

居室内～移動、転倒、うずくまり

●通知スピード（タイムラグ）は機種により異なる
施設内の通信環境によっても異なる

積水化学工業株式会社 ノーリツプレシジョン株式会社

【参考例】

積水化学工業株式会社

※通信環境によって異なるため、カタログに
は明示されていないことも多いので、実際
に試用して確認することをお勧めします。

似ているけど違う、介護テクノロジー選定のポイント
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②入居者の呼吸数と心拍数がわかる

●「バイタル」という言葉に注意
※血圧と体温は、現段階では非接触かつ⾃動で把握できるものはない（と思う。）

●体動などの情報と合わせ、眠りの深さを視覚化できる

パラマウントベッド株式会社

株式会社バイオシルバー

見守り支援機器の基本機能

似ているけど違う、介護テクノロジー選定のポイント
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③記録がとれる
●転倒時の様子など画像が残せる
ヒヤリハットや事故予防、家族への説明等に活用

●バイタルや安眠具合の時系的変化を確認できる
ケアの質向上の視覚化、アセスメント情報としてケアプランに反映

ノーリツプレシジョン株式会社

見守り支援機器の基本機能

似ているけど違う、介護テクノロジー選定のポイント

株式会社アルコ・イーエックス
43
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★ハイブリッド方式が続々登場

パラマウントベッド株式会社

〇「シート式」のセンサーに、体動や離床の通知
に連動するカメラを組み合わせたシステム

〇「シート式」のセンサーに離床を感知するセン
サーを組み合わせて、報知スピードを向上さ
せたシステム

見守り支援機器の選定

似ているけど違う、介護テクノロジー選定のポイント
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端末
◆ パソコン～複数の入所者を一画面で管理しやすい

大型モニターで管理するケースもあります。

◆ スマートホン～どこにいても対応できる ◆タブレット～記録入力しやすい

見守り支援機器の選定

似ているけど違う、介護テクノロジー選定のポイント
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《例》 「夜勤の負担を軽減したい」 → 「夜勤の負担」とは何か？

①身体的負担（体力面）
 夜間の巡視（ラウンド）
 排泄介助（オムツ交換、トイレ誘導）
 体位変換
 早朝ケア起床介助

②睡眠・生活リズムの負担
 昼夜逆転による疲労蓄積
 連続夜勤による慢性的疲労

③精神的負担
 少人数での責任の重さ
 急変対応への不安
 認知症による夜間行動への対応

④業務量の負担
 夜勤時間の業務集中
 日中の記録の補足
 翌日の準備
 洗濯や物品補充
 朝の申し送り

⑤事故リスクの高さ
 転倒ベッドからの転落
 徘徊
 急変

「夜勤の負担」＝①×②×③×④×⑤（掛け算の答え）

R７年度補助事業者相談・ヒヤリングから
「課題の見える化」が十分ではない

とちぎノーマライゼーション研究会

似ているけど違う、介護テクノロジー選定のポイント
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《例》 転倒事故を防ぐことが目的！
 「手が離せないタイミングでの離床センサー反応」にどう対応？

①今まで経験していない状況にどのように対応するのか？
 →「職員個人のその場の判断」で本当に良いのか？
 →事故になってしまった場合は「職員個人の判断ミス？」

②「カメラ画像を見て判断」
 →判断の基準は？ 「経験値」に頼って良いのか？

手順を決めてルールを作る
➢ ルールの通りに行動しても防げなかった＝組織的責任
➢ ルールを守らない対応＝職員個人の責任（+管理責任）

「事故を100％防ぐことはできない」を前提にした対応

R７年度補助事業者相談・ヒヤリングから
「テクノロジーに合わせた業務見直し」が十分ではない

とちぎノーマライゼーション研究会

似ているけど違う、介護テクノロジー選定のポイント
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《例》 離床したらすぐ駆け付けたいので
 「バイタル取得センサー型」見守り機器を導入します！

①バイタル型は「バイタル取れなくなったら離床と判断」が基本
 →頻回な「起き上がり」で報知設定し対応？
 →「浅い眠り」に移行したら要注意、先手対応？

②バイタル型は「眠りの質」をとらえ、覚醒して動き出すタイミングをつかむ
 →呼吸状態から体調の悪化を予測する等の機能もある
 →日中の活動量を上げ、安眠を促し、離床を抑制するケアにつなげる

テクノロジーには「得意分野」「不得意分野」がある
➢ 「よく知らない」のに「良い」「使える」と思い込んでいませんか？
➢ カタログに「できる」と書いてあっても「不得意」な時もある

方法論としては
これもあり

自分たちの目でしっかり調べ、試し、吟味して選ぶことが大切

R７年度補助事業者相談・ヒヤリングから
課題と選んだテクノロジーの機能・特性がミスマッチ

とちぎノーマライゼーション研究会

似ているけど違う、介護テクノロジー選定のポイント



《例》 納品時にメーカーさんに説明してもらって、

 あとは現場で「使いながら」少しずつ慣れてもらう・・・これ無理！
①「慣れるまでは、業務効率が落ちる」ことへの対応が必要
 →「今までの業務が回らない」から使わなくなる
②「OFF-JT」と「O-JT」の組み合わせ
 →「OFF-JT」～定期的に課題を共
 有し解決する会議が必要
 →「O-JT」～「一定期間、得意な人
 と組む」など計画的な対応が必要

業務見直しの課題は現場だけで
解決できない

業務見直しに手を付けなければ
「業務改善」につながらない

49

R７年度補助事業者相談・ヒヤリングから
「あとは現場で使いながら慣れてもらう」は危険！

とちぎノーマライゼーション研究会

似ているけど違う、介護テクノロジー選定のポイント



Ｒ6年度補助事業者アンケートから

４．「想定を超える効果が得られた」「ほぼ想定通りの効果が得られた」回答の詳細

 ③導入プロセスで、効果的だった取り組みや工夫（⾃由記載）

◆ 申請時点で、社内で使用していたノートパソコン製品の中から、職員に聞き取りを
はかり、最も使いやすさを確認した製品を導入した。

◆ 業務改善のための委員会の設置（役職にこだわらない委員会メンバーの募集）

◆ 生産性向上推進委員会を立ち上げ現場からの問題点の吸い上げと分析により
導入した為、良い結果に結び付ける事が出来た。

◆ 勉強会の実施、メリット、デメリットの共有

◆ 入所者の身体状況に合わせた入浴介助を行う方法を話し合った

◆ 理解しやすい説明書を作成した。

◆ 委員会内で電子化の運用方法を検討しながら、現場や導入ソフト業者と相談し
運用していったこと。

◆ テクノロジー機器の選定から導入を、プロジェクトチームを稼働させ職員が主体的
に行えたこと・施設による改⾰への意思表示（旧態依然とした介護文化・制度に
対し諦めかけていた空気感に改⾰の意思表示ができたことで職員が変化に対する
期待値が向上している）

とちぎノーマライゼーション研究会

おわりに



４．「想定を超える効果が得られた」「ほぼ想定通りの効果が得られた」回答の詳細

 ③導入プロセスで、効果的だった取り組みや工夫（⾃由記載）

◆ 導入前、導入時に業者により有効性などの勉強会を実施

◆ 導入することによるメリットを使用するスタッフに都度伝えたこと

◆ タブレット、介護ソフトの使用について業者のデモを受けたことで、機器導入後すぐに
使用できた。

◆ 成功例をいくつか作り、達成感を持たせる事で意識向上につながった

◆ 導入時に施設内研修で、全職員に介護テクノロジーの導入意味合い、使用方法、
業務改善、を周知したことにより、導入後のスムーズな活用につながっている。

◆ 若手リーダーを巻き込んでの導入が効果的と感じました。

◆ 導入前の情報収集、デモより職員中心に評価する（リスク回避、効果など実践、
体験させること）、テクノロジー・生産性向上・職場安全衛生委員会等での意見
交換より職員の導入への意識統一。

◆ ICT機器の導入にあたり、先ず、職員が機器の機能を十分に理解したうえで、適
切な運用に繋げることができるよう、運用前に複数回職員向けの研修を行った。ま
た、独自の取扱いマニュアルを整備したほか、導入効果を確認するために導入開
始後、3か月後に職員アンケートを実施した。

おわりに
とちぎノーマライゼーション研究会

Ｒ6年度補助事業者アンケートから



セミナー情報

グループワークで体験する

課題の「見える化」と
「共有」

◆介護業務の改善とテクノロジー導入
のプロセスについて学びます。
◆「気づきシート」による「見える化」と
「共有」をグループワークで体験します。

【日時】  各回同じ内容です。
  ご都合に合わせてご参加ください。

  ①６月25日(木) ②７月8日(水)
  13：20～16：00

【場所】 とちぎ福祉プラザ
  第一研修室

【申込み】 開催日の3日前まで
  先着順
※こちらのQRコードからお

 申し込みください

とちぎノーマライゼーション研究会



介護のしごとサポートセンターとちぎ
（NPO法人とちぎノーマライゼーション研究会）

53

ご清聴ありがとうございました。

活動の最新情報をホームページ・SNSで発信中！

登録・フォロー よろしくお願いいたします。

とちぎノーマライゼーション研究会


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53

